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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 







2005 年 4 月～2007 年 3 月の 2 年間に近畿中央胸部疾患センターに入院した初回治療Ｔ
Ｂ患者 554 例（男性 385 例、女性 169 例）を対象とした。第 1 章では、入院時血清アルブ
ミン（serumalbumin：Alb と略）値が測定された 533 例を 3 群に分類し、入院時栄養状態
及び食事摂取状況、栄養補給法を検討した。第 2 章では早期陰性化因子として、年齢、性
別、入院時体格（body mass index：BMI と略）、血清 Alb 値、C-反応性タンパク質（c-reactive 
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【結果】 
第 1 章では入院時血清 A1b3.5g/dL 未満患者は 39.6％、3.0g/dL 未満は 19.3％であった。
3.0g/dL 未満患者は高齢で入院時 BMI や食事摂取率が低値、CRP が高値で、陰性化が長期で
あった。入院時 HbA1c（NGSP）と血清 A1b 値は無関係であった。第 2 章の早期陰性化を予
測する入院時栄養因子は単変量解析では、男性、入院時 BMI18.5kg/㎡未満、A1b3.0g/dL
以下、CRP0.3 ㎎/dL 以上、HbA1c（NGSP）6.5%以上、RDA％エネルギー87.0%未満、喀痰塗抹
検査 2＋～3＋が抽出された。多変量分析では入院時 HbA1c（NGSP）、CRP が抽出された。 
【考察】 















第１章では入院時結成アルブミン値が測定された 533 例を 3 群に分類し、入院時栄養状
態及び食事摂取状況、栄養補給法を検討した。その結果、栄養指標である血清アルブミン
値が 3.0/dL 未満の栄養障害を有する結核患者が約 20%存在すること、栄養障害を合併する
結核患者は高齢であり、炎症指標の血清 CRP が高いこと、病院食の摂取エネルギーや摂取
たんぱく質量が低いことを明らかにした。第２章では早期陰性化因子として、年齢、性別、






して、男性入院時の BMI、血清アルブミン値、CRP、HbA1c の他、推奨量の 87%未満のエネ
ルギー摂取量（RDA％energy）が抽出されること、また多変量分析から、入院時 HbA1c（NGSP）、






予測できる因子として、入院時 HbA1c（NGSP）や CRP が関連することを明らかにしたもの
である。現在、結核は栄養サポートチーム（NST）による栄養サポートの対象疾患として厚
生労働省から認定されていないが、本論文の結果から結核が NST による栄養サポートが必
要な対象疾患であることを示唆する重要なエビデンスが示されたと考える。すなわち、今
回の結果は、結核患者初回治療における NST の必要性を強く示唆するものであり、社会的
に意義深い研究である。以上、本研究は社会的に重要な新しい知見を提供するものであり、
十分博士の学位審査請求に値する内容であると判断する。 
また平成２６年２月４日に行われた公聴会において、多くの質問に適切に答弁し、本申
請者の研究者としての能力は博士学位取得レベルに足したものであると判断された。以上
の結果から当該博士学位申請者に対する博士の学位授与は、十分にふさわしいと認めるも
のである。 
